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第3章　水環境保全のための基本方針と取組み

1. 取組みの柱と方向性
水環境保全のため4つの基本方針に基づき、取組みの柱と方向性を以下に示します。

いろいろな水辺の生き物の保全

親しみのもてる水辺の創出
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ゆたかな流れ(水量)の確保

きれいな水（水質）の保全

※かん養域
雨水や河川水が土壌に浸透し、地下水が補給される場所のことをいいます。
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2. 具体的な取組み

平成13年度から20年度に実施した生物調査によると、河川、水路、などに生息する魚類の種類数は

増加しており、生物の生息環境は改善が見られます。今後も、調査によって生物の生息環境の把握に努

め、残された良好な水辺環境と周辺の生物多様性を保全するために、「多自然川づくり」、「水辺の自然

の保全･再生」、「貴重な動植物の保護等」を図っていきます。

■ 多自然川づくり
河川改修、河川整備を実施する場合には、治水安全性を確保するとともに、洪水による河川内の環

境変化を許容した川づくりを目指します。また、多自然川づくりにあたっては、市民との合意形成を

図り、地域との連携をより一層推進します。

〔具体的な取組み〕

◆多自然川づくりの推進

環境に配慮した護岸の整備を推進し、河道の連続性の確保に努めるなど、生物の良好な生息・

生育環境に配慮し、あわせて人間生活と調和した安全で美しい自然景観を保全、創出します。

■ 水辺の自然の保全・再生
海辺、河川、谷津田等の湿地や湧水地には、水辺特有の動植物が生息・生育しています。これらの

生息・生育地では、多様な水生生物との共生を目指して、郷土の生物とその生息・生育環境との関係、

人の利用との関わりを考慮し、人と生物とが支障なくふれあえる水辺環境の整備を推進します。

〔具体的な取組み〕

◆水辺周辺における動植物の生息・生育空間の確保

河川、水路、湿地、斜面林等において動植物の生息･生育空間を保全します。

◆ホタルの生息地の保護

谷津田等ホタルの生息地を保全します。

◆公園緑地等の緑のネットワーク化の整備

公園緑地の整備を推進するとともに、これらを有機的に連携した、動植物の移動経路等となる

エコロジカルなネットワークの整備・保全を推進します。

いろいろな水辺の生き物の保全

■ 貴重な動植物の保護等
生物多様性の保全の観点から、水生生物などの生息・生育状況を把握するとともに、重要種※をは

じめとする水生生物の生息・生育地の保護を推進し、生物多様性の基盤となる多様な環境の保全に取

り組んでいきます。また、地域の生態系や人への被害を及ぼす恐れのある特定外来生物※（ナガエツ

ルノゲイトウ、カミツキガメなど）については、河川管理者等の関係機関と連携した対応を図ります。

※重要種
環境省や千葉市のレッドリスト等に記載された、千葉市の生物保護上重要な野生生物のことをいいます。
※特定外来生物
外来生物（海外起源の外来種）であって、生態系、人の生命・身体、農林水産業へ被害を及ぼすもの、又は及ぼすおそれが
あるものの中から外来生物法で指定されたものをいいます。
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〔具体的な取組み〕

◆地域生態系の保全と回復

地域生態系の保全、生物の生息･生育空間の保全・回復を推進します。

◆生き物とのふれあい意識の醸成・啓発

自然観察会の開催等、生き物とのふれあい意識の醸成・啓発を図ります。

◆NPOなどによる保護活動の推進

NPOなどによる貴重な動植物の保全活動等を推進します。

◆水生生物調査の実施

水辺に特有の生物の生息･生育状況を調査し、保護対策について検討します。

また、特定外来生物が確認された場合は、対応を検討します。

◇生物調査により確認される指標生物の増加を目指します。

〔具体的な取組み〕

◆総合公園（親水公園）の整備・維持管理

河川等水辺の自然とふれあうことのできる公園を整備し、適切に維持管理します。

◆調整池の多目的整備

水生生物や動植物に良好な生息・生育環境を提供している調整池を、市民が親しめる場となるよ

うに再整備します。

◆川辺の市民利用の促進

川沿いにビオトープ等の川と親しむための施設を整備することにより、市民による利用を推進し

ます。

◆地域住民との連携による整備・維持管理

ふれあいの場の整備に地域住民の声を反映させるとともに、連携による維持管理を促進します。

◆水辺に対する意識の醸成

ビオトープ等の水辺における自然観察会など環境学習活動を充実させ、水辺に対する意識の醸成

を図ります。

◆水環境に関わる情報の発信・調査研究

水環境に関わる情報の収集に努めるとともに、発信・調査研究を積極的に進めていきます。

◇坂月川ビオトープを再整備し、市民による利用を促進します。

河川においては、水辺の散歩道等の水に親しむことのできる施設の整備などを図ります。海辺につい

ては、埋め立てにより遠浅の自然海岸は失われたものの、人工海浜や大規模な公園緑地が整備され、市

民の憩いの場や、身近なレクリエーションの場として利用されています。今後も水辺に対する市民の利

用促進や、まちづくりと一体となった「人と水辺とのふれあい」を推進するとともに、水と緑の拠点整

備など「良好な景観」の形成に取り組みます。

■ 人と水辺とのふれあい
水や生きものにふれあえる水辺の整備、親水機能の向上を図ります。また、海岸、治水対策との整

合や地域の自然や文化を考慮した、身近な水辺を創出します。

親しみのもてる水辺の創出
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〔具体的な取組み〕

◆森林の保全・育成

千葉市森林整備計画に基づき、民有林を対象とした枝打ち、間伐林内の整備等を行い、森林の育

成・保全を図ります。

◆東千葉近郊緑地特別保全地区・保全区域の保全

首都圏近郊緑地保全法に基づき、本市の特に優れた自然環境を有する「東千葉近郊緑地特別保全

地区及び保全区域」を保全していきます。

◆農地の保全

農地がもつ水源かん養機能の保全を図ります。

◆谷津田の保全・再生

谷津田における農業的土地利用（田畑、用水路）を推進し、谷津田周辺の斜面林及び湧水・湿地

の保全を図ります。

わたしたちのまわりでは、海岸、河川、水路、池沼、水田、ため池などが水域を形成しています。そ

の源は雨水であり、これをかん養※し、水量を確保していくことが大切です。そのため、「水源かん養

域の保全・再生」及び「かん養機能の確保」を推進します。また、引き続き「地下水の適正な利用」を

実施していきます。

■ 水源かん養域の保全･再生
市内の河川上流域に広がる森林や谷津田などは土壌の働きによって水源かん養機能を有し、本市の

水循環系の重要な要素となっています。しかし、森林面積の減少や管理不足、谷津田の土地利用転換

などが進み、これらの機能が低下しています。森林や谷津田の持つ多様な機能※を評価し、保全と回

復を図る必要があります。さらに、市街地においても緑地を確保するなどして雨水の地下浸透・湧水

の保全を図ります。

ゆたかな流れ(水量)の確保

〔具体的な取組み〕

◆河川等環境の保全

フラワー散歩道の整備や除草等を実施し、良好な河川環境の保全に努めます。

◆海辺環境の保全

経年的な砂の流出により浜の地形が変化している人工海浜（いなげの浜）の養浜を実施します。

◆清掃活動等の実施

浄化推進員を核とした地域住民による清掃活動を実施し、水辺の美化に努めます。

■ 良好な景観
親しみを感じる水辺を創出するためには、水辺の景観を良好に保つことが必要です。河川等管理者

である県・市や市民による環境保全活動を進めます。

※かん養
雨水や河川水が土壌に浸透し、地下水が補給されることをいいます。
※森林や谷津田の持つ多様な機能
森林や谷津田は、水を蓄えて自然のダムとしての機能を果たすほか、様々な動植物の生息・生育環境として、生物多様性を
支えています。



34

蚪千葉市水環境保全計画 第3章　水環境保全のための基本方針と取組み蚪

〔具体的な取組み〕

◆雨水貯留浸透事業の推進

雨水浸透ます・トレンチ等の設置、雨水貯留管等の整備を推進し、雨水流出量の抑制を図ります。

◆透水性舗装等の整備推進

浸水被害の軽減とかん養機能の確保のため、透水性舗装等の整備を推進します。

◆雨水貯留・浸透施設設置補助事業の実施

雨水の流出を抑制するために、宅地内に雨水貯留槽や浸透ますを設置する際の費用の一部を補助

します。

◆緑化事業の推進

都市緑地の整備・保全管理や住宅、工場・事業場、公共公益施設、道路等の緑化を推進します。

また、緑地協定もしくは緑化協定の締結や開発行為に伴う緑化指導を推進します。

■ かん養機能の確保
都市部における生活排水のほとんどは下水道を経由して河川下流に位置する下水処理場に運ばれ放

流されることや、都市化の進展に伴い地中に雨水が浸透しにくいコンクリート構造物の増加のため、

河川流量の減少や湧水の枯渇等の問題が生じています。かん養機能を確保するために、雨水浸透ま

す・トレンチ・雨水貯留管等の整備、透水性舗装等の整備及び宅地内の雨水貯留･浸透施設の設置を

進めます。

〔具体的な取組み〕

◆法令等に基づく地下水採取の規制指導

地盤沈下は沈静化の傾向にありますが、地盤沈下の未然防止のため引き続き地下水採取の規制指

導を行います。

◆地下水位及び地盤沈下の動向把握

観測井での地下水位の常時監視や地盤沈下量の観測、許可井戸の地下水採取量の把握を行い、地

下水位と地盤沈下の動向を把握していきます。

■ 地下水の適正な利用
地下水は飲料水、農業用水、工業用水など市民の大切な資源として利用されていますが、地盤沈下

を抑制するため、引き続き、地下水の採取について規制指導を行います。

◆特別緑地保全地区・市民緑地・市民の森の整備・維持管理

特別緑地保全地区・市民緑地・市民の森の整備を進めるとともに、市民活動による森づくり、維

持管理を行います。

◇谷津田の保全面積30haの増加を目指します。

◇里山の保全箇所6箇所を目指します。
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〔具体的な取組み〕

◆工場・事業場排水等の適正処理の指導

公共用水域に排水を放流している工場・事業場に対し、排水の適正処理と排水基準の遵守につい

て、監視及び指導を行います。

◆生活排水対策

公共下水道の整備、農業集落排水処理施設への接続指導等及び合併処理浄化槽の設置を促進する

とともに、家庭で行える生活排水対策への啓発活動や水質浄化施設による水質の改善を図ってい

きます。

○公共下水道の整備及び接続の推進

生活・生産活動に伴って発生する汚水を適正に処理し、公衆衛生の向上を図るため、公共下水道

の整備及び接続を推進します。

○農業集落排水処理施設の維持・管理

農業排水の水質保全や農村生活環境の改善を図り、併せて公共用水域の水質保全に寄与します。

○合併処理浄化槽設置助成事業の推進

単独処理浄化槽や汲取り便槽から合併処理浄化槽への転換を促進します。

◆その他の発生源対策（田畑、畜産排水、ゴルフ場からの負荷削減対策）

・環境にやさしい農業（土づくりを基本とした農薬、化学肥料の削減）を推進し、環境負荷の軽

減を図ります。

・家畜糞尿等を地域資源として有効利用し、環境汚染の防止に努めます。

・ゴルフ場における農薬使用量の削減指導のため、排出水中に含まれる農薬調査を実施し、結果

に基づき指導します。

〔具体的な取組み〕

◆未然防止対策・監視等

法令等に基づく有害物質等に係る地下浸透の監視・指導を継続します。また、産業廃棄物の適正

処理、埋立土砂の安全管理、汚染原因者への処理対策等の実施及び工場跡地等の土壌調査・汚染

土壌対策の実施などの指導を行います。

◆汚染状況の把握

地下水水質調査により汚染状況を把握するとともに、井戸水の飲用に係る指導・助言を行います。

■ 発生負荷の抑制
水質の保全のために引き続き発生負荷の抑制に取り組みます。水域への流入負荷が水循環の過程に

おける浄化能力を超えることがないように取り組みます。

■ 地下水質の保全
地下水質を健全に保つため、汚染状況の把握に努めるとともに、地下水汚染の未然防止のための対

策を実施します。

河川の水質は10年前と比べてかなり改善していますが、海域や地下水の水質保全については今後も

取り組みが必要です。また、ゴミの集積や汚れた堆積物のない水辺の整備も重要となります。きれいな

水を実現するために、「発生負荷の抑制」、「地下水質の保全」、「河川の浄化」、「海域の浄化」に取り組

んでいきます。

きれいな水（水質）の保全
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〔具体的な取組み〕

◆浄化施設の維持管理

汚濁の著しい排水路等に設置した水質浄化施設を適切に維持管理することで、浄化効果を持続さ

せます。

◆河川などの浚渫

河川、水路の底泥（ヘドロ）を浚渫することにより、水質の改善を図るとともに、景観の向上や

水生生物が生息しやすい環境の創出を図ります。

■ 河川の浄化
河川の浄化対策では、河川が本来持っている浄化能力を発揮させつつ、適切な管理によって汚濁を

除去、低減することが必要です。そのために、これまでに整備した浄化施設の維持管理や浚渫などを

実施します。

〔具体的な取組み〕

◆東京湾総量削減計画の推進

東京湾総量削減計画に基づき、東京都等の沿岸の自治体と協力して富栄養化対策を推進します。

◆流入河川及び水路の浚渫

海域に流入する河川や水路の底泥（ヘドロ）を浚渫することにより、水質浄化を図ります。

◆港湾域の浄化

船舶から排水されるバラスト水、またはビルジ（船底にたまった油性混合物）による油濁を防止

し、事故発生等の際には適切に処理します。

◆下水の高度処理の推進

下水処理場からの処理水に含まれる窒素・りんの除去が図れる施設の整備を推進します。

■ 海域の浄化
東京湾における水質汚濁による海辺の生物への影響などの問題を解決するために、関係自治体と協

力して、対策を実施します。
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水環境保全への取組みのイメージ
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コ　ラ　ム 

市民のチカラで水環境をまもる 

　良好な水環境を創造するためには、市民、事業者などと市が連携していくことが大切です。
ここでは、水環境の保全にかかわる活動をしている団体を紹介します。 

コ　ラ　ム 

（千葉市民活動センターホームページなどを参考に作成）




